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大
高
玄
殿
參
観
記

　

‐
北
京
景
山
一
劃
の
西
に
、
道
路
を
隔
て
Ｓ
、

赤
壁
園
ひ
の
大
き
な
一
劃
が
あ
る
。
畷
が
高
く

て
外
側
か
ら
は
、
そ
の
如
何
な
も
の
で
あ
る
か

殆
ん
ど
窺
は
れ
な
い
が
、
こ
れ
が
大
高
殿
。
元

水
道
敦
や
五
行
の
祁
様
を
ご
仁
く
祀
っ
記
と

こ
ろ
だ
が
、
今
の
主
辞
は
水
祁
様
だ
。
一
沙
中

に
足
を
入
れ
る
と
何
の
た
め
に
こ
ん
な
大
・
き
な

建
物
を
造
っ
仁
の
か
と
一
寸
誇
か
ら
ず
に
を
れ

な
い
程
の
も
の
だ
が
、
女
ひ
で
り
な
ら
ぬ

　

（
と

は
い
ふ
も
の
い
、
”
賞
は
こ
の
逢
女
ひ
で
り
も
ひ
ど

い
）
雨
ひ
で
り
の
こ
の
擾
で
は
、
雨
の
辞
様
は

一
入
大
事
だ
っ
む
も
の
に
痙
ひ
な
い
。

　

こ
の
娃
物
は
明
確
に
明
・
代
の
も
の
だ
と
い
ふ

が
、
ど
う
い
ふ
も
の
か
昔
か
ら
あ
ま
り
注
意
さ

れ
て
ゐ
な
･
.
y
て
、
朱
便
の
「
北
京
宮
閥
岡
誕
」
の

中
ｕ
も
、
古
来
本
殿
に
閣
す
る
記
’
録
は
稀
少
だ

と
い
ふ
こ
と
を
言
っ
て
ゐ
る
。
寫
鍔
な
ど
も
、

本
殿
を
撮
影
し
た
も
の
は
今
以
で
殆
ん
ど
見
常

ら
な
い
と
は
小
野
君
の
話
で
あ
る
。
現
花
は
建

物
の
主
部
が
放
宮
文
獣
館
分
處
に
利
用
さ
れ
て
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．
る
ｏ
一
般
に
は
開
放
し
て
ゐ
な
’
い
。
さ
き
っ
秋

啼
れ
の
一
日
例
に
よ
っ
て
小
野
君
と
一
緒
に
、

文
鰍
館
諸
士
の
特
別
な
好
意
で
以
て
、
こ
の
一

劃
を
く
ま
な
く
見
せ
て
貰
っ
北
次
第
で
あ
る
。

見
せ
て
賃
っ
た
そ
の
上
に
、
文
献
館
曹
宗
儒
君

に
大
高
玄
殿
記
一
。
部
を
作
っ
て
貰
っ
た
。
同
君

の
好
意
を
謝
し
、
こ
れ
を
徘
案
し
て
以
て
僕
逡

の
參
槻
記
と
す
る
（
一
四
、
一
一
、
二
六
今
西
記
）

大
高
玄
殿

　
　
　

一
、
大
高
玄
殿
の
混
去

　

大
高
玄
殿
は
景
山
の
西
南
、
紫
禁
械
の
西
北

に
位
し
、
南
は
笛
子
河
帥
ち
紫
禁
械
の
護
城
河

に
臨
み
、
北
は
雪
池
即
も
明
代
の
裏
冰
害
に
至

つ
て
ゐ
る
。
東
南
に
鴛
女
橋
な
る
橋
が
あ
る
。

西
側
は
今
、
大
石
作
、
小
石
作
と
膳
す
る
爾
胡

同
だ
が
、
こ
れ
は
明
代
大
高
殿
建
築
常
時
の
石

工
所
だ
つ
仁
名
残
り
を
留
め
る
も
の
で
あ
る
。

大
高
玄
殿
、
俗
に
祗
犬
高
殿
と
将
し
、
「
溝
皇
城

宮
殿
折
暑
圖
」
（
政
轜
匹
齢
ａ
絵
劃
）

　

已
に

大
高
殿
と
の
み
記
し
て
ゐ
る
。

　

殿
は
明
の
世
宗
嘉
靖
二
十
一
年
の
創
建
に
な

る
（
明
史
世
宗
紀
）
。
同
二
十
六
年
十
一
月
災
に

邁
ひ
（
明
。
史
楊
爵
傅
）
ｌ
記
修
覆
し
記
。
其
の
建

同
よ
詞
陛
饒
乃
豹
徊
占
こ

　

『
大
高
玄
殿
、
そ
の
前
門
扁
額
を
「
始
嗇
逍
境
」

と
曰
ふ
。
左
右
に
牌
坊
二
あ
り
。
左
な
る
は
「
先

天
明
鏡
」
、
「
太
極
仙
林
」
の
、
右
な
る
は
「
孔
綬

皇
折
」
、
「
宏
祓
天
明
」
の
扁
額
を
夫
々
に
褐
げ
て

ゐ
る
。
又
二
閣
あ
り
、
左
な
る
を
晃
明
閣
、
右

な
る
を
釦
鍍
軒
と
い
ふ
、
内
に
瓢
静
門
、
康
命
一

門
、
大
高
玄
門
、
１
　
生
門
あ
り
、
殿
の
東
戈
の

閣
を
無
上
閣
と
い
ひ
、
閣
の
下
層
は
龍
章
鳳
篆

と
名
付
け
る
。
又
始
陽
斎
、
象
一
宮
の
二
殿
・
あ

り
。
象
一
宮
内
に
供
ふ
る
所
い
高
さ
Ｉ
尺
許
り

の
金
扇
製
一
帝
君
像
は
乃
も
嘉
靖
帝
の
御
容
で

あ
る
」
と
あ
る
。
（
今
西
曰
く
、
こ
の
酌
中
志
の

記
事
は
原
文
に
就
い
て
見
ら
れ
度
い
。
自
分
は

右
の
如
く
敲
む
可
き
も
の
と
考
へ
ｉ
＾
■
い
が
、
唇

君
は
か
く
蹟
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ぶ
か
ら
、
曹

君
の
説
く
が
醤
に
書
い
て
お
い
ど
。
）

　

洽
初
皇
城
宮
殿
新
署
面
に
描
く
所
は
、
劉
若

愚
の
記
す
所
と
や
ｓ
異
っ
て
ゐ
る
。
門
前
の
牌

排
は
二
。
閣
は
二
。
門
は
三
個
所
。
毎
一
個
所

尽
門
。
前
殿
句
前
に
小
室
が
あ
ｈ
ｙ
、
又
眸
幼
一

個
が
あ
る
。
旗
粁
二
。
左
右
各
々
に
配
殿
あ
り
。

後
殿
あ
っ
て
そ
の
左
右
に
も
亦
殿
を
配
し
て
ゐ

る
。
最
後
に
亭
あ
り
、
亭
前
東
西
に
亦
配
殿
肱

個
。
亭
の
左
右
に
は
各
三
間
の
殿
が
あ
る
。

　

吃
を
化
哀
瑚
防
く
と
こ
ろ
は
叉
前
爾
肪
と
賜
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目
下
遊
間
考
四
一
に
「
大
高
玄
般
は
来
正
八

年
に
修
め
:
:
・
又
乾
降
十
一
年
に
修
め
た
。
」
皮

垣
識
略
に
「
大
高
玄
般
は
紳
武
門
の
西
北
に
あ

り
、
切
の
嘉
崎
中
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

本
朝
液
疋
乾
隆
の
耐
火
重
修
。

A
Y
上
御
替
の
扇

聯
が
あ
る
。
外
に
下
石
馬
石
川
肺
ニ
仰
が
あ

h
、

門
前
に
又
ニ
事
が
ゐ
る
が
、
亭
は
鈎
後
関
角
、

人
巧
を
品
川
め
に
も
の
で
め
る
。
明
時
中
山
目
呼
ん

で
丸
山
刊
十
八
校
と
し
た
が
、
A
7
に
併
存
し
て
ゐ

る
o
」
嘉
慶

一一
統
本
に
「
系
慶
二
十
八
年
大
高
殿

を
重
修
し
た
」
と
。
大
高
般
に
闘
す
る
諸
家
の

記
録
櫛
ね
如
斯
〈
、
附
中
志
記
る
す
と
こ
ろ
は

前
述
・の
如
く
で
あ
る
。
市
し
て
皐
妓
山
内
股
街
霧

問
中
に
描
く
と
こ
ろ
の
大
高
股
は
注
し
て
「
大

高
殿
」
ー
と
あ
る
ほ
か
、
別
に
枯
文
字
記
入
す
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
こ

ω闘
に
就
い
て
は
自
分
は
か

つ
て
考
詮
し
て
液
疋
初
年
製
す
る
と
こ
ろ
の
も

の
で
あ
る
と
し
た
。
(
酢
唱
即
時
市
誠
一
肌
金
)
而
し
て

鶴
間
考
に
推
定
八
年
大
高
般
を
重
修
し
に
と
見
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知
れ
な
い
。

　
　

二
、
大
高
玄
殿
の
現
在

　

’
門
前
の
牌
検
は
も
と
木
質
の
も
の
だ
つ
む

が
、
今
改
め
て
コ
＾
ク
リ
ー
ド
造
ｈ
’
に
し
仁
。
’

但
し
制
は
曹
の
如
く
、
忙
ゞ
若
干
高
さ
を
加
へ

た
だ
け
で
あ
る
。
鬼
面
牌
棺
の
石
額
に
、
東
向

き
の
も
の
に
［
孔
緩
皇
祚
］
、
西
向
き
の
も
の
に

「
先
天
明
境
」
と
あ
る
。
西
面
牌
楼
の
石
額
に
、

東
向
き
の
も
の
に
、
「
太
極
僊
林
」
、
西
向
き
の

も
の
に
「
孔
佑
天
民
」

と
あ
る
。
南
面
牌
検

の
石
額
に
、
南
向
き

の
も
の
に
、
。
「
乾
元

流
始
」
、
北
向
き
の
も

の
に
［
大
徳
日
生
］

と
あ
る
。
南
而
牌
接

乾
隆
北
京
嗇
大
高
蔵

は
乾
隆
の
時
に
至
っ
て
始
め
て
出
来
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
扁
額
の
文
義
も
字
綬
も
（
乾
隆
の

御
筆
で
あ
る
）
已
に
東
西
雨
牌
檎
の
も
の
と
同

様
で
な
い
。
著
し
明
の
嘉
幼
帝
は
逍
款
を
好
ん

だ
。
飲
に
太
極
僊
林
、
先
天
明
鏡
等
の
字
を
以

て
之
に
題
し
北
。
’
洽
朝
で
は
大
高
殿
を
以
て
、

所
雨
、
所
晴
、
所
雪
の
と
こ
ろ
と
し
た
（
内
務

府
楷
）
。
款
に
乾
元
済
始
、
大
徳
日
生
な
ど
ゝ

詐
、
‘
に
。
其
の
義
は
時
を
少
て
晴
れ
、
時
を
以

て
雨
し
、
雪
し
で
民
は
始
め
て
生
j
K
t
i
t
Ｏ
こ
と
が

出
来
る
の
意
味
で
あ
る
。
民
國
十
九
年
に
、
南

の
牌
棺
は
今
に
妃
れ
ん
ば
加
り
の
有
様
に
な
つ

仁
の
で
、
一
且
こ
れ
を
取
り
彿
つ
仁
が
、
二
十

七
年
又
重
建
し
化
。
扁
額
は
昔
の
物
を
其
償
使

用
し
て
あ
る
。
其
の
間
二
十
五
年
に
は
東
西
雨

牌
楼
に
改
修
の
手
を
入
れ
て
ゐ
る
。
朱
俣
先
生

の
北
京
放
宮
岡
脆
巾
に
「
大
高
玄
殿
の
前
、
紫

禁
城
塵
城
河
に
臨
ん
で
、
も
と
一
牌
坊
あ
り
、

幼
礎
狼
存
す
。
酌
巾
志
に
採
る
に
榜
を
始
青
道

鏡
と
い
よ
と
」
。
已
に
逍
ぶ
る
が
如
く
南
面
の
眸

楼
は
明
代
に
あ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
即
ち
朱

升
は
明
代
前
門
の
扁
を
限
っ
て
眸
検
の
額
と
し

た
の
で
あ
る
が
、
思
ふ
に
朱
君
の
見
君
と
こ
ろ

は
常
に
民
國
十
九
年
以
後
、
二
十
七
年
以
前
の

こ
と
で
あ
っ
て
、
よ
く
も
考
へ
な
か
っ
仁
も
の

で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

　

付
こ
ゝ
に
附
言
し
て
お
く
と
、
北
京
の
牌
検

　

は
前
後
共
に
餓
柱
が
あ
る
が
、
ｔ
ｙ
」
の
大

　

高
殿
の
牌
檎
に
限
っ
て
こ
れ
が
な
い
。
こ
れ

　

は
一
特
鮎
で
あ
る
。

左
方
の
二
亭
は
明
の
汲
明
閣
、
刈
業
柵
で
あ
る

（
酌
巾
志
）
。
清
に
は
こ
れ
を
吾
楽
亭
と
い
っ
た

（
内
務
府
楷
案
）
。
光
緒
庚
子
後
、
光
緒
二
十
九

年
の
頃
、
熾
た
れ
記
が
ま
む
修
復
し
た
。
放
官

博
物
院
文
献
前
に
常
時
の
木
廠
修
工
所
で
描
い

記
亭
の
圖
、
及
び
裸
架
岡
を
所
蔵
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

或
は
云
ふ
、
こ
の
亭

の
建
築
と
紫
禁
械
の

角
検
の
制
と
は
同
じ

だ
と
。
其
の
重
曹
は

三
暦
、
第
一
１
　
四
角
、

第
二
１
　
十
二
角
、
第

三
層
十
二
角
、
合
せ

て
二
十
八
角
、
自
分
は
建
築
學
者
で
な
い
か
ら

よ
く
知
ら
な
い
が
、
自
分
の
目
で
見
北
と
こ
ろ

で
は
、
ど
の
角
に
も
差
別
は
な
い
。

　

第
一
處
の
門
三
。
中
門
は
石
欄
を
以
て
関
ひ
、

東
西
に
各
々
隨
埴
門
が
あ
る
。
東
の
隨
培
門
は

今
故
宮
文
獣
館
の
出
入
口
に
な
つ
て
ゐ
る
。
門

内
に
横
へ
て
あ
る
大
木
は
以
前
牌
検
に
用
ひ
て

あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
處
の
門
も
亦
三
。

中
門
も
亦
綺
ら
す
に
石
欄
を
・
以
て
し
て
あ
る
。
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東
西
に
小
門
一
つ
宛
が
あ
っ
て
、
こ
ｙ
i
か
ら
入

　

る
。
小
門
を
入
っ
北
と
こ
ろ
に
１
　
の
値
房
が
あ

　

ｂ
、
今
散
宮
職
員
の
宿
舎
に
な
っ
て
ゐ
る
。
院

　

中
東
西
に
各
井
戸
一
つ
が
あ
る
。
第
三
處
の
門

　

も
亦
三
。
正
門
は
印
も
大
高
玄
門
で
、
前
二
所

　

の
正
門
よ
り
立
派
で
あ
る
。
大
高
玄
門
の
玄
字

　

は
元
字
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
正
門
と
東
門

　

と
は
常
時
は
開
か
す
。
西
門
か
・
ら
出
入
す
る
、

　

内
は
蒼
松
、
翠
栢
、
気
象
森
古
包
る
を
畳
え
る
。

　

東
西
に
鐘
鼓
楼
各
一
、
又
旗
抒
各
一
。
東
西
の

　

配
殿
は
五
間
、
卯
も
薔
時
の
閑
玄
殿
と
演
奥
殿

　

と
で
あ
る
。
民
國
十
九
年
に
柝
去
し
た
牌
楼
の

　

沿
木
願
は
軍
配
殿
の
廊
下
に
今
も
積
み
残
し
て

　

あ
る
。
正
而
中
央
は
印
ち
大
高
玄
殿
ｏ
重
費
、

　

五
間
。
饒
ら
す
に
石
梱
を
以
て
し
殿
基
は
高
さ

　

四
尺
に
及
ぶ
。
其
の
前
の
石
陛
に
は
刻
む
に
龍

　

鳳
雙
鶴
を
以
て
し
て
あ
る
。
皇
統
宮
殿
衝
署
国

　

批
く
と
こ
ろ
の
殿
前
小
室
及
び
鐘
鼓
楼
間
の
牌

　

檎
共
に
今
は
尋
ね
て
跡
方
も
な
い
。

　
　

大
高
玄
殿
の
露
後
は
九
天
座
元
雷
壇
で
あ

　

る
。
乾
隆
北
京
国
に
は
注
し
て
九
天
萬
法
一
男

　

雷
壇
と
な
っ
て
ゐ
る
。
壇
殿
の
制
は
や
ｓ
大
高

　

殿
に
遜
る
。
軍
篇
、
五
間
。
亦
石
欄
を
以
て
関
。

　

つ
て
あ
る
。
石
陛
に
は
五
羽
の
鶴
を
刻
し
、
雲

、
気
を
圖
し
て
特
異
の
国
柄
を
見
せ
て
ゐ
る
。
。
東

西
の
配
殿
は
各
々
九
関
。
印
ち
乾
隆
北
京
岡
の

天
乙
之
殿
と
涌
明
之
殿
と
て
あ
る
。

　

最
後
に
北
側
の
宮
埴
前
、
九
天
壇
の
後
方
に

位
置
し
て
魏
立
す
る
も
の
は
、
印
ち
昔
の
無
上

閣
、
今
の
乾
元
閣
、
坤
貞
宇
で
あ
る
。
朱
君
の
北

京
宮
岡
圖
況
に
、
狙
明
代
の
始
陽
峯
、
象
一
。
宮

を
記
る
し
て
ゐ
る
が
こ
れ
は
報
７
９
で
あ
る
。
思

ふ
に
借
代
已
に
こ
の
名
は
見
え
て
ゐ
な
い
。
今

叉
こ
れ
に
常
る
殿
も
な
’
い
。
昔
時
左
に
あ
つ
た

も
の
は
伏
魔
殿
、
右
に
あ
つ
記
も
の
は
北
極
殿

で
あ
る
。

　
　

三
、
大
高
玄
殿
の
各
殿
内
部

　
　
　
　
　

及
び
其
建
制

　

大
高
玄
殿
と
い
ふ
の
は
總
名
で
あ
る
。
宮
中

の
外
東
路
を
呼
ん
で
寥
廓
宮
と
い
ふ
が
如
き
も

の
で
あ
る
。
そ
の
大
高
玄
殿
の
規
模
に
就
い
て

は
既
に
上
述
の
如
く
、
重
曹
五
問
、
関
む
に
石
欄

を
以
て
し
北
も
の
で
あ
る
が
、
石
欄
の
石
刻
に

も
亦
頗
る
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
陛
は
三

出
、
石
級
は
凡
て
八
段
。
中
陛
石
欄
の
柱
頂
、

前
の
者
に
は
左
右
共
に
鳳
を
刻
し
、
後
の
者
に

は
又
左
右
共
に
龍
が
刻
し
て
あ
る
。
左
階
の
石

欄
柱
に
は
皆
龍
を
、
又
右
階
の
そ
れ
に
は
左
側
‐

の
も
の
に
龍
を
右
側
の
も
の
に
鳳
を
刻
し
て
ゐ

る
。
其
他
の
石
欄
に
刻
す
る
も
の
は
皆
鶴
で
あ

る
。
或
は
立
１
、
或
は
飛
ぷ
。
殿
前
に
餓
の
八

卦
鍍
二
つ
を
置
く
、
殿
頂
は
黄
瓦
を
以
て
し
、

宵
破
は
皆
花
錦
式
に
作
る
。
殿
内
正
面
中
央
に

月
台
が
置
か
れ
て
ゐ
る
。
木
製
。
陛
は
前
出
四

級
。
欄
杵
を
以
て
園
ん
で
あ
る
。
中
に
案
を
置
。

き
、
案
上
更
に
寵
を
置
く
。
寵
の
後
に
木
牌
が

あ
っ
て
、
表
に
「
玉
皇
大
帝
上
天
尊
」
等
の
字

が
刻
ま
れ
て
ゐ
る
。
元
来
農
内
に
あ
っ
む
も
の

を
外
に
持
ち
出
し
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
は
水

の
祁
で
。
あ
る
。
隨
の
製
作
は
甚
だ
精
細
で
あ
る
。

雨
旁
に
銅
像
四
個
が
あ
る
。
人
は
と
も
に
逍
軟
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の
腿
・
牛
に
乗
る
も
の
こ
人
・
手
に
は
「
壽
」
の

字
を
捧
げ
て
ゐ
る
。
真
に
穿
る
も
の
二
人
、
手

に
は
「
凧
」
の
字
を
捧
げ
て
ゐ
る
。
但
し
後
の
二

人
業
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
鹿
で
あ
る
か
ど
う
か

は
未
だ
断
定
し
難
い
。
し
ば
ら
く
麻
に
似
た
も

の
と
し
て
お
か
う
。
其
他
に
付
木
牌
五
つ
が
あ

る
。
牌
上
の
文
字
に
曰
く
、
中
央
土
徳
星
君
之

位
、
東
方
木
徳
星
君
之
位
、
西
方
金
徳
星
君
之

位
、
南
方
火
徳
星
君
之
位
。
北
方
水
徳
星
君
之

位
。
右
の
甕
の
後
に
叉
三
個
の
豪
が
あ
る
。
何

れ
も
前
推
よ
り
せ
い
は
高
い
が
造
り
は
や
Ｓ
小

さ
い
。
中
央
の
渠
の
案
上
に
鱒
牌
が
あ
っ
て
、

上
海
重
賞
大
拿
之
紳
位
と
見
え
、
東
甕
は
玉
海

元
始
天
輦
之
紳
位
、
西
甕
は
太
海
逍
徳
天
雅
之

紳
位
で
あ
る
。
正
毫
の
東
西
に
須
倆
座
の
逡
址

が
あ
る
。
殿
内
東
西
爾
培
の
前
に
高
い
ａ
が
あ

る
。
常
初
皆
然
る
可
き
像
が
あ
っ
μ
も
の
で
あ

ら
う
が
今
は
何
も
残
ら
な
い
。
殿
内
東
北
閣
に

鐘
駆
、
四
北
角
に
鼓
ａ
が
あ
る
が
、
今
は
鼓
だ

け
歿
っ
て
鈍
の
行
方
は
分
ら
な
い
。
殿
の
天
花

板
は
藍
色
地
に
金
團
龍
を
描
く
、
天
井
中
央
に

藻
井
あ
り
、
大
同
龍
が
刻
さ
れ
て
ゐ
る
。
満
飾

金
色
、
エ
は
極
め
て
精
細
で
あ
る
。

　

雨
旁
の
配
殿
は
皆
縁
瓦
を
。
以
て
葺
か
れ
て
ゐ

る
。
天
花
板
は
雲
霞
模
楸
、
壁
は
紅
色
。
雷
壇

は
五
間
、
石
欄
の
柱
頂
に
・
は
皆
鶴
が
刻
ま
れ
て

ゐ
名
。
殿
上
の
瓦
は
申
練
色
で
、
周
’
團
は
黄
色
、

殿
内
北
よ
り
に
須
弼
座
三
つ
が
あ
る
Ｊ
こ
ｓ
に

三
清
利
牌
の
祀
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
。
略
々
前
殿

と
同
じ
ｏ
中
央
須
爛
座
の
前
に
一
個
の
案
が
あ

牌
一
個
、
斗
母
娘
々
な
る
紳
牌
一
個
が
お
か
れ

て
ゐ
る
。
こ
の
案
の
東
西
に
も
亦
夫
々
一
個
宛
。

の
須
弼
座
が
あ
る
が
、
現
在
は
空
席
何
も
な
い
。

天
花
板
は
彩
雲
雙
鳳
、
素
地
は
藍
色
、
藻
井
が

叉
甚
だ
大
き
い
。
二
層
に
分
れ
上
に
雲
龍
を
下

に
雲
鶴
を
刻
し
ぢ
奇
異
ｔ
ｆ
－
ｓ
>
の
で
、
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
も
の
が
西
北
・
の
牛
。
分
は
緒
黒
色
に
、
東

西
の
牛
分
は
黄
金
色
に
色
ど
ら
れ
て
ゐ
る
。
夫

々
陰
陽
を
象
ど
つ
や
７

　

無
上
閣
は
薗
名
で
清
朝
時
代
に
は
已
に
無

い
ｏ
亭
は
雨
層
。
。
上
暦
は
乾
元
閣
と
い
ひ
瓦
は

藍
色
で
あ
る
。
門
愈
、
欄
紆
な
ど
は
皆
弧
形
を
。

亀
め
て
前
圓
に
な
る
撒
な
形
に
造
ら
れ
て
ゐ

る
ｏ
こ
れ
は
天
圓
卯
ち
天
を
象
ど
る
の
意
で
あ

に
梯
子
が
見
え
る
の
は
上
の
乾
元
閣
に
通
す
る

も
の
で
あ
る
。
建
物
の
前
の
石
陛
に
は
龍
鶴
雙

鳳
が
刻
ま
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
亭
の
前
方
並
び
に

左
右
雨
方
に
あ
つ
た
と
い
ふ
建
物
は
今
何
れ
も

痕
跡
を
歿
さ
な
い
。
さ
れ
ば
こ
の
漫
り
は
明
代

の
古
景
と
は
言
ひ
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　

大
高
股
圖
は
夫
々
洽
初
皇
城
富
殿
昏
署
岡
及

び
乾
隆
北
京
圖
か
ら
採
っ
て
摸
寫
し
た
も
の
。

趙
亦
雲
女
子
の
手
を
煩
は
し
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
す
る
。
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